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東京ＹＭＣＡの使命
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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We
build

strong
kids,strong

families,
strong

communities.
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子

ど
も
た
ち
、家

族
の
強
い
絆
、支

え
あ

う
地
域
社
会

を
築
き
ま
す

。

〝
子
ど
も
た
ち

の
活
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
夢
を

育
も
う
〟
と
、

キ
ャ
ン
プ
や
グ

ル
ー
プ
活
動
な

ど
に
青
春
の
情

熱
を
た
ぎ
ら

せ
、
共
通
の
体

験
を
持
っ
た
か
つ
て
の
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

仲
間
や
担
当
ス
タ
ッ
フ
と
の

再
会
は
、
青
春
に
掛
け
た
ひ

と
と
き
の
価
値
を
当
事
者
に

蘇
ら
せ
て
く
れ
る
▼
か
つ
て

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
立
川
セ
ン
タ
ー

に
か
か
わ
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た

ち
35
人
が
、
こ
の
７
月
に
再

会
を
喜
び
合
う
交
流
会
を
設

け
た
。
こ
れ
は
去
る
４
月
に

開
催
さ
れ
た
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
西
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
60
周
年
記
念
会
」

（
本
紙
5
月
号
掲
載
）
で
再

会
し
た
立
川
セ
ン
タ
ー
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
が
、
「
今
度
は

立
川
の
関
係
者
に
呼
び
掛
け

て
集
ま
ろ
う
よ
！
」
と
意
気

投
合
し
実
現
し
た
も
の
▼

「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
２
０
１
６

～
２
０
１
８
年
中
期
計
画
」

に
は
、
「
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
学
生
と
の

つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め

に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
定
期

的
な
発
信
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
行

う
」
と
あ
る
。
早
速
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
機
能
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
▼
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

同
盟
名
誉
主
事
の
故
永
井
三

郎
は
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

“Y
o
u

M
u
s
t

C
o
m
e

A
g
a
i
n

”
（
ま
た
い
ら
っ

し
ゃ
い
）
の
略
で
も
あ
る
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が

思
い
だ
さ
れ
る
。

（
学
校
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

学
院
評
議
員

大
村
洋
永
）

赤 三角
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９

公益財団法人東京ＹＭＣＡは2018年3月をもっ

て、東陽町センター（江東区東陽2－2－20）より移

転する計画でしたが、現会館の1・2階部分を改めて

賃借し、活動を継続することにいたしました。

これに伴い、インターナショナルスクール、東陽

町語学教育センター、東陽町におけるコミュニティ

ー活動、および社会体育・保育専門学校、にほんご

学院などの一部教室・実習施設は、引き続き東陽町

センターを使用します。なお本部機能は計画通り新

宿区西早稲田の日本キリスト教会館へ移転します。

東陽町ウエルネスセンターと東陽町ＹＭＣＡ保育

園は当初の計画通り2017年度をもって事業を終了い

たします。なおウエルネスセンターが運営している

3階から7階は2018年度より、フィットネスクラブ

「ゴールドジム」が運営します。現利用者の皆様が

新フィットネスクラブを安心してご利用いただける

よう、円滑な引き継ぎを進める予定です。

東京ＹＭＣＡ東陽町センターは1988年の開設以

来、多くの会員や利用者の皆様そして地域の方々に

支えられてきました。今後さらにコミュニティーの

ニーズに応える働きができるよう、あらためて地域

の声に耳を傾け、「新生東陽町センター」を目指し

て発展してまいります。これからもどうぞご理解・

ご支援を賜りますようお願い申しあげます。

代表理事／総主事 廣田光司

＝ お知らせ ＝

東陽町センター移転計画の一部変更について

熊
本
大
地
震

支
援
活
動
続
く

熊
本
大
地
震
発
生
か
ら
５

カ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
熊
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
運
営
し
て
い
る

2
カ
所
の
避
難
所
で
は
依
然

と
し
て
約
５
０
０
人
が
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
長

期
化
す
る
不
安
定
な
生
活
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
、
高
齢
者
の
サ
ポ
ー

ト
、
仮
設
住
宅
へ
の
移
行
な

ど
、
新
た
な
支
援
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
日
々

ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
、
懸
命

な
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
ス
タ
ッ

フ
や
学
生
を
派
遣
し
て
応
援

し
て
い
る
ほ
か
、
チ
ャ
リ
テ

震
災
の
爪
跡
、
保
育
園
に
も

専
門
学
校
生
が
避
難
所
等
支
援

熊
本
大
地
震
か
ら
3
か
月

が
経
っ
た
7
月
10
～
16
日
、

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
支
援

の
た
め
熊
本
県
阿
蘇
市
に
入

り
ま
し
た
。
街
は
未
だ
震
災

の
爪
跡
が
残
さ
れ
た
状
態
。

家
屋
に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が

か
け
ら
れ
、
崩
れ
た
山
々
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

普
段
学
童
ク
ラ
ブ
で
勤
務

し
て
い
る
私
は
、
保
育
士
と

し
て
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
尾
ヶ
石

保
育
園
で
保
育
補
助
を
行
い

ま
し
た
。
東
京
か
ら
来
た
私

を
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
震
災
が
も
た
ら

し
た
多
大
な
影
響
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
宅
が
被

災
し
、
未
だ
に
民
泊
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
子
ど
も
や
保
育

士
が
い
る
こ
と
。
い
わ
ゆ
る

「
地
震
ご
っ
こ
」
で
遊
ぶ
5

歳
児
の
姿
。
傾
い
た
ま
ま
の

園
庭
で
保
育
を
行
っ
て
い
る

現
状
な
ど
―
―
。
月
日
が
経

っ
た
今
で
も
な
お
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
と
心
の
中
に
は

震
災
の
爪
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
限

ら
れ
た
日
数
で
し
た
が
、
現

地
の
状
況
を
知
る
こ
と
、
保

育
士
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と

に
務
め
ま
し
た
。

尾
ヶ
石
保
育
園
園
長
は
、

「
親
の
不
安
は
子
ど
も
に
移

る
。
園
で
は
普
段
ど
お
り
の

生
活
を
心
が
け
、
ま
た
遊
び

の
中
で
心
を
自
由
に
表
現
さ

せ
る
〝
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
〟

を
行
っ
て
い
る
が
、
地
震
に

よ
っ
て
も
と
も
と
多
動
の
傾

向
の
子
は
よ
り
多
動
に
な
る

な
ど
の
影
響
が
み
ら
れ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
今
後
症
状
と
し
て
表
れ

て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
引

き
続
き
の
ケ
ア
も
重
要
と
の

こ
と
で
し
た
。

被
災
地
復
興
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
募
金
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、
熊
本
を
忘
れ
ず
、
応
援

す
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

根
本

夕
葵

芝
浦
学
童
ク
ラ
ブ

三
浦

壮
一
郎

国
際
ホ
テ
ル
専
門
学
校

7
月
10
～
15
日
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ
ル
専
門
学

校
よ
り
13
名
、
社
会
体
育
・

保
育
専
門
学
校
よ
り
3
名
の

学
生
が
熊
本
支
援
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
。
阿
蘇
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
宿
泊
し
、
阿
蘇
市
、

益
城
町
、
御
船
町
で
、
避
難

所
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
や
大
雨

に
よ
る
農
業
被
害
の
支
援
活

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

益
城
町
の
避
難
所
で
は
依

然
と
し
て
配
給
食
が
菓
子
パ

ン
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

や
弁
当
と
い
う
状
況
で
、
避

難
者
の
方
々
の
心
身
の
疲
労

に
心
が
痛
み
ま
し
た
。
御
船

町
で
は
6
月
初
旬
に
周
辺
の

小
規
模
避
難
所
が
閉
鎖
さ

れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
運
営
す
る

避
難
所
に
集
約
さ
れ
た
た

め
、
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
は
新
た
な
避
難
者
を
迎

え
、
よ
り
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
懸
命
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
日
ご
ろ
接
客
な
ど
を
学

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
人

と
関
わ
る
場
面
で
は
特
に
強

み
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

14
日
に
御
船
町
で
お
こ
な
わ

れ
た
地
元
の
集
会
で
は
学
生

代
表
に
よ
る
挨
拶
、
ま
た
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し

避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル
を
説

明
す
る
寸
劇
を
披
露
し
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
も
有
意
義
な
キ
ャ

ン
プ
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
現
地
を
見
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

体
験
し
、
気
づ
き
、
最
終
日

に
は
思
い
が
込
み
上
げ
た
様

子
で
し
た
。
今
後
も
刻
々
と

変
化
し
て
い
く
ニ
ー
ズ
に
耳

を
澄
ま
し
、
息
の
長
い
支
援

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

↑避難所で配給食を配る学生

↑支援活動をした学生たち

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
４
面
）

な
ど
に
よ
り
募
金
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

假
屋
崎
省
吾
さ
ん
も
熊
本
支
援テ

レ
ビ
な
ど
で
も
お
馴
染

み
の
華
道
家
・
假
屋
崎
省
吾

（
か
り
や
ざ
き

し
ょ
う
ご
）

さ
ん
が
６
月
、
「
避
難
所
の

方
々
を
励
ま
し
た
い
」
と
、

東
京
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
進
藤
重
光
前
会
長
の
紹
介

で
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
２
カ
所

の
避
難
所
を
訪
れ
、
い
け
ば

な
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
す
ば
ら
し
い
作
品
を
次

々
と
作
り
上
げ
、
避
難
所
の

体
育
館
に
華
や
か
な
ひ
と
時

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
假
屋
崎
さ
ん
は

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
支
援
活
動
に
大

変
共
感
さ
れ
、
ご
知
友
等
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
40
万
円

を
寄
付
し
た
上
、
東
京
の
自

宅
サ
ロ
ン
で
も
7
月
24
日
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
須
江
太
郎
さ
ん
、
駐

日
フ
ラ
ン
ス
経
済
公
使
の
ピ

エ
ー
ル
・
ム
ル
ル
ヴ
ァ
さ
ん

と
共
に
ご
自
身
も
ピ
ア
ノ
を

演
奏
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
の
時
間
も

頂
戴
し
、
10
万
６
８
７
６
円

を
募
金
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熊
本
で
い
け
ば
な
、
東
京
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

↑今もなお、家屋や道端など至る所にブル
ーシートがかけられている

↑熊本ＹＭＣＡの避難所
でいけばなのパフォーマ
ンスをする假屋崎さん

【
募
金
の
お
願
い
】

引
き
続
き
募
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
振
込
先
〉

み
ず
ほ
銀
行

神
田
支
店

普
通
１
１
２
３
６
６
９

公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

＊
お
名
前
の
後
に
「
ク
マ
モ

ト
」
と
お
書
き
下
さ
い

華
道
家
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北
京
‐
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ

北
京
の
親
子
10
人
が
キ
ャ
ン
プ
体
験

7
月
18
～
21
日
、
北
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
水
泳
教
室
に
通
う

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
な
ど

11
人
が
来
日
し
、
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
に
て

3
泊
4
日
の
キ
ャ
ン
プ
生
活

を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
日

本
と
違
っ
て
キ
ャ
ン
プ
が
行

な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
国
の

子
ど
も
た
ち
に
グ
ル
ー
プ
活

動
や
自
然
に
親
し
む
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
、
キ

ャ
ン
プ
生
活
を
通
じ
て
中
国

と
日
本
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
交

流
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。キ

ャ
ン
パ
ー
た
ち
は
、
開

村
式
・
朝
の
集
い
・
ハ
イ
キ

ン
グ
・
ビ
ッ
グ
カ
ヌ
ー
・
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
デ
ュ

ー
テ
ィ
ー
（
掃
除
）
な
ど
キ

ャ
ン
プ
の
活
動
一
つ
一
つ
を

興
味
深
そ
う
に
体
験
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
学
生

リ
ー
ダ
ー
が
寄
り
添
い
、
子

ど
も
や
保
護
者
の
方
々
も
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
を
担
う
中

で
、
次
第
に
キ
ャ
ン
パ
ー
同

士
の
結
束
力
が
高
ま
っ
て
い

く
様
子
も
見
て
と
れ
ま
し

た
。
「
言
葉
の
壁
」
は
あ
り

ま
し
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
参
加
し
た
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
ほ
ん
ご
学
院
の
留
学
生
が

通
訳
と
し
て
も
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
子

ど
も
の
新
し
い
表
情
に
た
く

さ
ん
出
合
っ
た
」
（
保
護

者
）
、
「
リ
ー
ダ
ー
と
ず
っ

と
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ

た
」
（
子
ど
も
）
、
「
気
付
い

た
ら
子
ど
も
た
ち
と
意
思
疎

通
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
子
ど
も
た
ち
も
少
し
ず

つ
自
分
を
理
解
し
よ
う
と
歩

み
寄
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
う
」
（
日
本
人
リ
ー
ダ

ー
）
な
ど
、
キ
ャ
ン
プ
か
ら

生
ま
れ
た
思
い
や
発
見
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

20
年
以
上
に
渡
る
北
京
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お

い
て
も
初
め
て
の
試
み
と
な

っ
た
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
、

私
た
ち
は
言
葉
や
文
化
の
違

い
が
あ
っ
て
も
、
関
わ
る
人

の
思
い
や
工
夫
次
第
で
、
互

い
に
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

や
、
一
緒
に
豊
か
な
キ
ャ
ン

プ
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能

だ
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
、

学
び
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン

プ
を
一
つ
の
礎
に
、
今
後
も

青
少
年
の
国
際
交
流
活
動
と

草
の
根
の
平
和
運
動
を
推
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
際
協
力
部

日
野
枝
里

子
）

月に1回東京近郊を歩く「ウォーキング・ホリデー

・荻窪（ＷＨＯ）」が開催200回を迎え、これまでに

歩いたコース集を刊行した。

ＷＨＯは1997年11月、杉並センターと東京西ワイ

ズメンズクラブが健康作りや交流を目的に始めた会で

ある。「会員によるプログラム」をモットーとし、翌

98年に杉並センターが閉館してからも、すべて会員だ

けで企画・運営している。

「197」というのは、歩いたコースの数。原則とし

て同じコースは歩かないが、天候などの事情で2度歩

いたコースもあり、197となった。コースの設定をし

たのは主に、ＷＨＯの発起人の一人である吉田明弘さ

ん。3カ月前に候補を決めて下見をし、交通量、疲労

度、景色、話題性などをチェック。納得のいくコース

ができるまで、たいてい２～３度は歩くという。「林

芙美子が愛した落合」「一味ちがう阿佐ヶ谷・高円

寺」など、各コースにはテーマが設けられ、それに沿

った見どころを調べあげて当日の参加者に配布してい

る。都内の馴染みのコースにも、「一カ所くらいは

“へえ、知らなかった”と言われる見どころも加えた

い」と吉田さん。その心意気はどのコースを見ても伝

わってくる。

参加者は口コミで増え、今は毎回40～50人が参加。延べ参加者は6600人にのぼ

る。気軽に参加できるよう予約は不要。会費は1回300円。1日の歩行距離は10～

15km。盛夏の8月はお休みとする。こんなルールも長続きの秘訣のようだ。

「あとがき」には、ＷＨＯの小史がまとめられている他、「集団迷子」などの

エピソードもちりばめられていて味わい深い。会員だけで運営してきた苦労は察

して余りあるが、「だれも〝苦労した〟とは言わない」という。多くの方の力で

この会が継続されていること、またこうした会員活動によって今も「杉並センタ

ー」の看板が存続されていることに、心から敬意を表したい。

（広報室）

『ＷＨＯ が勧める

ウォーキングコース１９７』

初めてビッグカヌーに乗ったキャンパー
も多く、漕ぎ方を習って楽しみました。

野外炊飯（カレー・バームクーヘン作り）
にもチャレンジ。

江東区児童・高齢者総合施設「グ

ランチャ東雲」が8月8日、2011年4

月のオープンから利用者累計100万

人を達成。江東区関係者も訪れる

中、100万人目となった矢澤恵子さ

んに花束が贈呈されました。

「グランチャ東雲」は、開設当初

から東京ＹＭＣＡが指定管理者とし

て運営している施設で、プール、運

動スペース、調理室、工作室、ホー

ルなどを備え、高齢者の健康と生き

がいづくりを目的とした多数のプロ

グラムを提供しています。子ども用のスペースもあり、高

齢者と親子連れの“三世代交流”も行なわれ、1日約550

人、年間20万人が利用しています。

100万人目となった矢澤さんは、日ごろからエクササイズ

や民謡など多数の活動に参加している方で、「グランチャ

東雲のおかげで健康が保たれています」と感謝の言葉をい

ただきました。

「グランチャ東雲」はこれからも、利用する方々がより

活き活きと充実した日々を送っていただけるように、そし

てまた地域の方々の「ふるさと」となれるよう願って運営

してまいります。

（グランチャ東雲館長 口原恵美子）

利用者100万人
江東区児童･高齢者総合施設「グランチャ東雲」

東日本大震災 復興支援活動

■ グループホームでレクリエーション

医療福祉専門学校の「第11回東日本

大震災復興ワークキャンプ」を8月18日

から21日にかけて石巻で行いました。

宿泊はＹＭＣＡ石巻支援センター。石

巻広域ワイズメンズクラブの皆様が準

備くださいました。

ワークでは、認知症高齢者のグルー

プホーム「長寿の郷 広渕（ひろぶ

ち）」を訪問。このホームは津波によ

って建物が流されてしまったにもかか

わらず、職員が利用者を背負い、また

山道を車椅子で登ったりなどして避難

し、全員が生き延びることが出来たというエピソードのあ

るホームです。

学生たちは、主としてレクリエーションを担当しました

が、利用者の皆様の積極的な関わりでとても楽しい時間を

過ごさせていただきました。お別れのときには涙が茫漠と

流れ、時間を大きく超過してしまいました。

その後、仙台ＹＭＣＡの村井伸夫総主事が被災地を案内

してくださり、被害の大きさ、復興の進み具合などを学び

ました。復興完了にはまだ年月を要する状況でしたが、村

井総主事は学生たちに「絶望はどんなに大きくても決して

長続きしない」と、心に残る言葉をくださいました。

（医療福祉専門学校校長 八尾 勝）

被災地の子どもたちを応援しよ

うと、社会体育・保育専門学校は

震災直後から毎夏、石巻小学校で

プール指導を行なっています。6年

目となった今年は、7月25～27日に

6人、7月27～29日に5人の学生が指

導にあたりました。全日程天候に

恵まれ、午前午後に2時間ずつ予定どおりに実施することが

でき、1日約150人を超える小学生たちが水泳を楽しみまし

た。学生たちも日ごろの学習の成果を発揮することができ、

また小学生たちと交流が持て、とても充実したボランティア

体験となりました。

石巻小学校は合併により生徒数が増え、また昨冬にはプー

ルも改装されました。2011年には1年生だった子も6年生にな

ります。毎年欠かさずに参加してくれる子どもたちが、町の

復興と共に成長していく姿に、私たちも励まされる思いがし

ました。 （社会体育・保育専門学校 佐治克彦）

医療福祉専門学校

■ 石巻小学校で水泳指導 社会体育･保育専門学校
A4版64頁。

執筆･編集：吉田明弘

イラスト：大野貞次

頒布価格：500円

お問合せ：

東京ＹＭＣＡ総務部

tel.03-3615-5562
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「全国ＹＭＣＡサッカー大

会」が8月20～22日、静岡県御殿

場市の時之栖（ときのすみか）

で行われ、全国から約300人の小

学生が参加。東京ＹＭＣＡから

は江東センターの32人が出場

し、高学年チームは準優勝、中

学年チームは3位に入賞と、過去

最高の結果を収めることができ

ました。また、大会前に骨折してしまった6年生も“皆と一緒に参加した

い”と同行したところ、チームを応援したりサポートする姿勢が評価され

「フェアプレー賞」を受賞しました。

特に6年生は、幼少のころから一緒に練習を積み重ね、試合も多数経験し

てきました。そこで培われたチームワークの良さが、今回の好成績につなが

ったと思います。大会後、富士山にかかった虹を見て「ぼくたちの汗が虹に

なったんだ」とつぶやいた子がいました。子どもたちの頑張りに、心から拍

手を送ります。 （江東センター 大原真之介）
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「
ほ
ら
、
見
な
、
あ
ん
な

雲
に
な
り
て
え
ん
だ
よ
」

（
男
は
つ
ら
い
よ
、
柴
又

慕
情
よ
り
）

妹
の
さ
く
ら
に
「
お
兄

ち
ゃ
ん
は
何
で
旅
に
出
る

の
？
」
と
聞
か
れ
て
答
え

た
寅
さ
ん
の
セ
リ
フ
で

す
。
１
９
７
３
年
に
ジ
ョ

ー
ジ
秋
山
と
い
う
漫
画
家

が
「
浮
浪
雲
（
は
ぐ
れ
ぐ

も
）
」
と
い
う
漫
画
を
描

き
ま
し
た
。
大
ヒ
ッ
ト
作

品
な
の
で
知
っ
て
い
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
遊
ん
で
暮
ら
す

自
由
人
を
描
い
た
も
の
で

す
。
「
は
ぐ
れ
」
と
は
仲

間
は
ず
れ
と
か
一
人
ぼ
っ

ち
と
い
う
意
味
で
は
あ
り

ま
す
が
、
作
品
で
は
自
由

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

6
月
28
日
の
日
経
新
聞
で

「
日
立
製
作
所
が
社
員
の

幸
福
感
向
上
に
有
効
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
個
別
に
配
信

す
る
実
験
を
始
め
た
」
と

あ
り
ま
し
た
。
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
か
ら
「
Ａ
さ
ん
と

会
話
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
人

間
に
幸
福
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
と
聞
き
、
そ
れ
は

便
利
だ
と
思
う
人
と
そ
ん

な
こ
と
は
ほ
っ
と
い
て
く

れ
と
思
う
人
が
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
後
者
で

す
。
先
日
、
ア
マ
ゾ
ン

（
ネ
ッ
ト
）
で
本
を
買
い

ま
し
た
。
次
の
機
会
に
ネ

ッ
ト
を
開
け
て
み
る
と

「
あ
な
た
に
は
こ
の
本
が

お
勧
め
で
す
」
と
、
私
の

嗜
好
に
近
い
本
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
見
張
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
気
味
が

悪
い
と
思
い
ま
し
た
。
現

代
社
会
で
は
、
特
定
秘
密

保
護
法
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
、
街
角
の
防
犯
カ
メ

ラ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な

ど
、
な
ん
と
私
た
ち
の
行

動
を
監
視
す
る
要
素
が
多

い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
Ｙ
は
「
空
気
読
め
な

い
」
と
読
む
の
だ
そ
う
で

す
。
空
気
を
読
ん
で
皆
に

合
わ
せ
る
の
が
現
代
の
賢

い
生
き
方
の
よ
う
で
す
。

何
か
事
が
起
こ
る
と
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
同
じ

方
向
で
同
じ
発
信
を
し
ま

す
。
今
こ
の
国
を
支
配
し

て
い
る
の
は
「
空
気
」
で

す
。
「
あ
ん
な
雲
に
な
り

て
え
」
な
ど
と
言
っ
て
い

る
と
全
体
か
ら
「
は
ぐ

れ
」
て
し
ま
い
そ
う
で
す

が
、
一
斉
に
同
じ
方
向
を

向
か
な
い
生
き
方
も
あ
る

の
で
す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

あ
ん
な
雲
に
な
り
て
え
ん
だ
よ

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
資
料
室

の
景
色
は
、
や
が
て
一
変

す
る
。
西
早
稲
田
に
移
転

す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
資
料
室
が
所
蔵
す
る

古
い
も
の
三
つ
を
挙
げ
た

い
。
一
番
古
い
の
は

『
六
合
雑
誌
』
だ
。

「
り
く
ご
う
ざ

っ

し
」
と
読
む
。
１
８

８
０
年
10
月
創
刊
の

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
機
関

誌
で
あ
る
。
「

六

合
」
は
宇
宙
を

指

す
。
天
下
の
形
勢
を

見
つ
め
な
が
ら
「
今
」
を

生
き
る
、
と
い
う
気
構
え

が
伝
わ
る
。
「
世
界
を
見

つ
め
、
地
域
に
生
き
る
」

と
標
語
を
掲
げ
た
創
立
百

周
年
の
我
わ
れ
の
志
を
先

取
り
し
た
先
達
に
、
敬

意
を
表
し
た
い
。
当
時

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
は
、

よ
く
読
み
、
よ
く
語
り

合
う
青
年
た
ち
で
あ
っ

た
。
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
は
程
々
に
し
て
、
文

章
で
思
い
を
伝
え
る
修

練
を
重
ね
た
い
。
紙
の

資
料
は
大
事
で
あ
る
。
そ

の
記
事
に
は
、
し
っ
か
り

と
時
代
を
伝
え
る
描
写
が

欲
し
い
。
現
場
の
働
き
を

記
録
し
、
大
事
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
継
承
す
る
。

そ
の
手
立
て
は
、
現
役
職

員
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
１
５

０
年
の
日
に
、
過
去
を
踏

ま
え
た
前
進
を
喜
び
合
い

た
い
。

二
番
目
に
古
い
の
は
、

初
代
会
館
の
礎
石
で
あ

る
。
「
１
８
９
３
年
・
明

治
２
６
年
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
た
こ
の
石
に
触
れ
て

ほ
し
い
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
の
、
身
近
な
文
化
遺

産
な
の
だ
か
ら
。
天
下
に

名
を
轟
か
し
た｢

神
田
の

青
年
会
館｣

の
果
し
た
役

割
を
学
び
直
す
た
め
に
。

『
《
資
料
室
の
窓
か
ら
》

八
十
八
話
』
の
84
番
に
も

書
い
て
あ
る
。

三
つ
目
は
、
ず
っ
と
新

し
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も

87
年
間
に
も
亘
っ
て
使
い

続
け
て
い
る
木
の
書
棚
で

あ
る
。
幅
4
メ
ー
ト
ル

30
、
奥
行
き
50
セ
ン
チ
。

上
下
二
段
の
境
に
は
板
が

隠
れ
て
い
て
、
引
き
出
す

と
プ
チ
テ
ー
ブ
ル
に
な

る
。
書
棚
の
書
物
を
置
い

て
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
る
と

き
に
便
利
で
あ
る
。
こ
の

重
厚
な
書
棚
は
、
１
９
２

９
年
12
月
に
竣
工
し
た
神

田
美
土
代
町
の
第
二
代
会

館
一
階
の
、
総
主
事
室
に

置
く
た
め
に
寸
法
を
合
わ

せ
て
作
っ
た
特
注
品
で
あ

る
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴

史
を
伝
え
る
資
料
室
の
象

徴
と
し
て
、
大
事
に
用
い

続
け
よ
う
。

資料室、
古いもの三つ

「
入
院
や
手
術
な
ど
大
変

な
治
療
を
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
ご
家
族
に
、
笑

顔
に
な
れ
る
楽
し
い
思
い
出

を
作
り
た
い
」
。
聖
路
加
国

際
病
院
形
成
外
科
医
長
・
松

井
瑞
子
医
師
の
こ
ん
な
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
路
加
国

際
病
院
・
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ぐ

う
ぐ
う
キ
ャ
ン
プ｣

が
７
月

16
～
18
日
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

妙
高
高
原
ロ
ッ
ジ
で
開
催
さ

れ
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

6
年
目
を
迎
え
た
今
年
も

ま
た
、
ビ
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ

イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

が
協
賛
く
だ
さ
り
、
聖
路
加

国
際
病
院
の
医
師
や
看
護

毎
月
一
回
、
昼
食
を
と
も

に
し
な
が
ら
様
々
な
分
野
の

卓
話
を
聞
く
「
午
餐
会
」
。

８
月
は
特
に
「
平
和
」
を
テ

ー
マ
に
学
ぶ
こ
と
が
恒
例
に

な
っ
て
お
り
、
今
年
は
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー
さ
ん

を
お
招
き
し
て
8
月
31
日
、

東
京
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
会
場

に
、
「
平
和
の
文
化
を
つ
く

る
た
め
に
」
と
題
し
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ー
パ

ー
さ
ん
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を

英
語
で
語
り
、
米
国
人
と
し

て
は
じ
め
て
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
す

師
、
保
育
士
、
ま
た
東
京
と

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど
30
人
近

く
の
手
厚
い
ス
タ
ッ
フ
体
制

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
も
増
え
、
参
加

継
続
率
は
90
％
を
越
え
ま

す
。
初
回
か
ら
参
加
し
て
い

る
子
が
高
校
生
と
な
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
や
生
活

グ
ル
ー
プ
で
の
世
話
役
な

ど
、
キ
ャ
ン
プ
運
営
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
す
る
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ヨ
ッ
ト
の
操
船

ス
キ
ル
を
学
ん
だ
り
と
、
高

校
生
な
ら
で
は
の
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
年
下

の
子
ど
も
た
ち
の
目
標
と
な

れ
る
よ
う
成
長
を
し
て
欲
し

広島市総合屋内プールで8月10～11

日、『第40回全国ＹＭＣＡ少年少女水

泳大会』が開催され、全国から188人の

小中学生が参加しました。東京ＹＭＣ

Ａからは小学2年生から中学2年生まで7

人の選手が出場。フリーリレーとメド

レーリレーで4位に入賞するなど大活躍

しました。

初めて全国大会に出場した選手もい

ましたが、大会前に特別練習を行なって1日に数キロメートルを泳ぎ込み、

それぞれベストタイムを更新したりメダルを獲得するなど、力を発揮するこ

とができました。

また今年は広島で開催したため、子どもたちは大会前に折り鶴を用意し、

平和記念公園に贈りました。練習の前後などに皆で折った鶴は、東京ＹＭＣ

Ａだけでも600ほどになりました。1泊2日の大会でしたが、貴重な体験がで

きました。 （東陽町ウエルネスセンター 澤村奈緒）

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
社
員

の
皆
様
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
献
身
的
な
お
働

き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
ス
ポ

ー
ツ
デ
ー
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
諸

団
体
が
協
働
し
、
継
続
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ

ッ
ジ

佐
藤
信
也
）

年
に
一
度
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
全
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

集
ま
っ
て
開
催
す
る
「
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
夏
ま
つ
り
」
が
8

月
27
日
、
東
陽
町
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
台
風

が
接
近
し
、
曇
り
空
の
下
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
は

例
年
と
変
わ
ら
ず
大
賑
わ

い
。
年
々
腕
に
磨
き
が
か
か

る
模
擬
店
に
も
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

に
も
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
新
し
く
設
立
さ
れ

た
「
東
京
多
摩
み
な
み
ワ
イ

ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
（
＝
写

真
）
が
初
登
場
。
冷
や
し
う

ど
ん
１
０
０
食
は
ま
た
た
く

ま
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

設
営
や
販
売
に
は
、
ウ
エ
ル

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

学
生
や
水
泳
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
、
に
ほ
ん
ご
学
院

留
学
生
、
清
泉
女
子
大
学

学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
皆
さ
ん

な
ど
大
勢
の
若
者
た
ち
が

活
躍
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
益
金
は

約
60
万
円
。
地
域
の
会
員

活
動
ほ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
公

益
活
動
の
た
め
に
用
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

る
な
ど
、
核
兵
器
の
廃
絶
、

平
和
文
化
の
創
設
の
た
め
に

精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
午
餐
会
で
は
、
戦
争

に
よ
っ
て
は
決
し
て
世
界
は

守
れ
な
い
こ
と
、
経
済
、
企

業
の
利
益
、
個
人
の
エ
ゴ
で

な
く
、
人
間
愛
を
も
っ
て
協

力
し
な
け
れ
ば
人
類
の
存
続

は
危
う
い
と
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
世
界
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

こ
そ
、
平
和
意
識
を
高
め
、

こ
の
危
機
的
状
況
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
働
き
を
担
っ

て
ほ
し
い
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
代
を
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
を
問
い
直
す
午
餐

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
助
会
事
務
局

戸
坂
昇

子
）

■江東チーム、全国ＹＭＣＡサッカー大会で準優勝

■全国ＹＭＣＡ少年少女水泳大会 広島に折り鶴も寄贈

オ
ー
ル
東
京
会
員
「
夏
ま
つ
り
」

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

治
療
中
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

聖路加国際病院・東京ＹＭＣＡぐうぐうキャンプ

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン･

リ
ー
パ
ー
氏
講
演

「
平
和
の
文
化
を
つ
く
る
た
め
に
」
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